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問
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
る
か

答
町
税
は
個
人
で
横
ば
い
、
法
人
は
増
収
の

見
込
み

問
　
圏
央
道
五
霞
IC
の
開
通

と
と
も
に
始
ま
る
周
辺
開
発

事
業
や
堤
防
強
化
事
業
の
進

展
に
よ
る
大
型
車
両
の
増
大

等
、
町
内
に
お
け
る
交
通
事

情
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
幹
線
町
道
、

生
活
道
路
の
安
全
性
を
確
保

す
る
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

町
長
　
交
通
安
全
対
策
は
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
幸
手
・
境
線
バ

イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は

茨
城
県
側
の
用
地
買
収
は
完

了
し
た
が
、
埼
玉
県
側
が
未

了
の
た
め
、
埼
玉
県
知
事
と

直
接
協
議
し
て
い
た
だ
く
よ

う
茨
城
県
知
事
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
町
道
に
つ
い
て
は

IC
に
繋
が
る
５
号
線
か
ら
８

号
線
ま
で
を
拡
幅
整
備
し
ま

す
。
７
号
線
（
小
手
指
・
元

栗
橋
線
）
の
整
備
は
路
線
測

量
を
終
え
、
地
権
者
へ
基
本

的
な
線
形
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
設
計
・
調

査
等
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
安
全
対
策
が
必
要
な
県

道
幸
手
・
境
線
に
つ
い
て
も
、

早
期
に
整
備
が
な
さ
れ
る
よ

う
境
工
事
事
務
所
に
要
請
し

て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長
　
IC
周
辺
開

発
工
事
中
の
通
学
路
を
は
じ

め
、
住
民
生
活
へ
の
影
響
を

踏
ま
え
た
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
施
工
計
画
を
検
討
す

る
な
か
で
事
業
者
と
調
整
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

開
発
に
起
因
す
る
都
市
計
画

道
路
と
そ
れ
ら
を
補
完
す
る

路
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

考
慮
し
た
町
道
整
備
を
優
先

し
て
い
く
方
針
で
す
。

問IC開通に伴い生活道路の安全対策は
答開発に伴う町道の整備を優先して進める
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問
　
「
地
方
再
生
」
を
と
な

え
る
安
倍
政
権
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を

発
足
さ
せ
、
創
生
法
が
成
立

し
た
。
問
わ
れ
る
の
は
、
国

の
地
方
支
援
の
あ
り
方
で
あ

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果

が
、
住
民
の
所
得
向
上
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
る
の
か
。
こ
の
間
の
五

霞
町
の
財
政
運
営
の
実
績
に

照
ら
し
、
ど
う
評
価
す
る
か
。

政
策
財
務
課
長
　
第
２
次
安

倍
内
閣
が
発
足
し
て
15
か
月

予
算
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た

が
、
五
霞
町
に
対
し
て
は
経

済
再
生
対
策
、
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
と
し
て
町
道
舗

装
に
２
，
４
０
０
万
円
余
の

交
付
が
あ
り
ま
し
た
。
町
民

税
で
見
る
と
、
個
人
は
横
ば

い
、
法
人
は
増
収
の
見
込
み

で
す
。
ま
た
地
方
交
付
税
で

は
、
平
成
27
年
度
予
算
編
成

方
針
で
大
幅
な
縮
小
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
国
は
地
方
創
生
の
方
針

で
、
新
た
な
広
域
連
携
に
よ

っ
て
、
公
共
施
設
な
ど
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
集
約
・
統
廃
合

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
上

か
ら
の
発
想
で
や
ら
れ
る
と
、

地
域
の
実
情
が
無
視
さ
れ
る

状
況
が
生
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

政
策
財
務
課
長
　
各
地
域
の

役
割
を
整
理
し
、
合
併
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
頼
る
と
こ

ろ
は
他
の
自
治
体
に
頼
り
、

担
う
べ
き
責
任
は
自
分
の
自

治
体
で
担
う
と
い
う
よ
う
な

広
域
的
な
機
能
連
携
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

地
方
創
生
の
具
体
化
の
動
向

を
踏
ま
え
、
調
査
、
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
地
方
交
付
税
は
、
住
民

の
安
全
、
健
康
や
福
祉
を
維

持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
財

政
保
障
で
あ
り
、
税
の
再
配

分
機
能
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
地
域
が
あ
っ
て
国
が
あ

る
と
い
う
発
想
で
考
え
れ
ば
、

地
方
交
付
税
を
増
や
す
こ
と

で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
方
交
付
税
を
拡
充

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
方
６

団
体
の
要
望
活
動
を
通
じ
て
、

国
の
方
に
訴
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。


